
202610
･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････

 商　品　名 定　価 ISBN 注文数

美術家文献目録 日本篇 2011-2025 本体25,000円＋税 978-4-8169-3121-5 冊

賞になった人名事典 本体13,600円＋税 978-4-8169-3120-8 冊

お問い合わせは…　日外アソシエーツ　営業局　　TEL.03-3763-5241（代）　FAX.03-3764-0845〒140-0013 東京都品川区南大井6-16-16　https://www.nichigai.co.jp/

■貴店名

美術家文献目録
　日本篇 2011-2025
　日外アソシエーツ 編　A5・880頁
　定価27,500円（本体25,000円＋税10%）　
　ISBN978-4-8169-3121-5

◆2011～2025年に国内で刊行された図書・雑誌・紀要類の中から、現代日本の美術家3,997人に関する人物研究  
文献27,258件を収録した文献目録。『美術家文献目録　日本篇』（2013.6刊）の続編。

◆古代から現代までの画家、彫刻家、陶芸家、工芸家、デザイナー、写真家、漫画家、現代芸術家などを幅広く収録。
人物同定に必要な簡略プロフィールも記載。タイトルに人名が現れない文献や、大学・短大の紀要類および専門誌に
掲載された論文など調査が難しい文献を効率的に調査することができる｡

美術家の人物研究の基本ツール

賞になった人名事典　日外アソシエーツ 編　A5・740頁
定価14,960円（本体13,600円＋税10%）　 ISBN978-4-8169-3120-8
日本で開催された賞に名前が冠されている人物1,356人を紹介する初の人名事典。人物の略歴ととも
に、賞の概要を掲載する。インターネットでは探しにくい過去の賞も収録。人物や賞のジャンルから引け
る「分野別索引」、地域ゆかりの賞を都道府県別に引ける「地域別索引」付き。

賞に名前が冠された人物と賞の概要を紹介する人名事典

＊詳しくは個別のチラシをご覧ください

■ 収録作家例 ■
空海（平安時代前期の僧,真言宗の開祖）／葛飾北斎（江戸
時代後期の浮世絵師）／手塚治虫（昭和期の漫画家)／岡倉
天心（明治・大正期の美術行政家,美術教育家,美術史家,思
想家）／宮崎駿（昭和～令和期のアニメーション作家）／
高村光太郎（明治～昭和期の彫刻家,詩人）／岡本太郎（昭
和・平成期の芸術家,評論家）／与謝蕪村（江戸時代中期の
俳人,画家）／徳川慶喜（江戸時代末期～大正期の徳川幕府
第15代将軍,公爵）／伊藤若冲（江戸時代中期・後期の画
家）／白隠慧鶴（江戸時代中期の僧,画家）／小村雪岱（大
正・昭和期の日本画家,挿絵画家）／宮本武蔵（江戸時代前
期の剣術家,画家,書家）／水木しげる（昭和・平成期の漫
画家）／歌川広重（初代)（江戸時代末期の浮世絵師）／高
畑勲（昭和・平成期のアニメーション作家）／尾形光琳
（江戸時代前期・中期の画家,工芸家）／隈研吾（昭和～令
和期の建築家）／丹下健三（昭和・平成期の建築家,都市計
画家）／横尾忠則（昭和～令和期のグラフィックデザイ
ナー,画家）／草間弥生（昭和～令和期の彫刻家,画家,小説
家）／喜多川歌麿（江戸時代中期・後期の浮世絵師）／磯
崎新（昭和～令和期の建築家,都市デザイナー）／円山応挙
（江戸時代中期の画家）

吾峠 呼世晴　ごとうげ・こよはる
平成・令和期の漫画家。

【図　書】
◇『鬼滅の刃』とエンパシーの帝国（片岡大右著）「批評と生きること―「十
番目のミューズ」の未来」 晶文社 2023.11 p175

【雑　誌】
◇残酷な「異形化」：『ジョジョの奇妙な冒険』虹村兄弟と『鬼滅の刃』不死
川兄弟の葛藤（植朗子）「神戸大学国際文化学研究推進センター研究
報告書」 ［神戸大学国際文化学研究推進センター］ 2021年度 p72～86
◇『鬼滅の刃』とエンパシーの帝国（創刊75周年記念号（2））（片岡大右）
「群像」 講談社 76(11) 2021.11 p210～228
◇日本アニメ産業におけるメディアミックスの進展と最近の動向：『鬼滅の
刃』のメディア戦略とプロモーションに着目して（葉口英子）「ノートルダム清

藤田 嗣治　ふじた・つぐはる
1886(明治19)年～1968(昭和43)年。大正・昭和期の洋画家。渡仏し、独
自の様式により高く評価される。晩年は宗教壁画を制作。作品に「自
画像」など

【雑　誌】
◇吉備真備と藤田嗣治（角田勝久）「書叢」新潟大学大学院現代社会文
化研究科,新潟大学書道研究会 (36) 2024.3 p40～43
◇特別展「藤田嗣治×国吉康雄：二人のパラレル・キャリア―百年目の再
会」（兵庫県立美術館）より―異国で花開いたふたり（サライ美術館）「サ
ライ」 小学館 37(7)通号722 2025.7 p93～100
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